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研究報告 

【目的】  

齧歯類のヒゲ感覚情報の中継核である視床 VPmニューロンには、生直後にはヒゲ経路以外のシナプス

も余剰に形成されるが、生後 3週間のうちに単一のヒゲ感覚線維に由来するシナプスのみが強化、維持

される一方、それ以外のシナプスは機能的にも形態学的にも消失する（刈り込まれる）という過程を経

て成熟する。本研究は、この過程における入力線維 PrV2 と視床 VPm の神経活動の役割を明らかにする

ことを目的に行った。 

 

【方法】  

生後 1-2日齢のマウス PrV2または VPmにウイルス接種で Kir2.1を発現させて神経活動を継続的に抑

制、または、抑制性 DREADDsを発現させ CNO投与で特定日齢の神経活動を抑制した場合に、PrV2-VPmシ

ナプスに生じる変化を電気生理学的に評価した。 

 

【結果】  

PrV2と VPmの継続的抑制はシナプス強化を阻害したが、刈り込みは VPm抑制でのみ障害された。特に、

PrV2 または VPm を生後 12-15 日目に抑制した場合のみ、シナプス強化と刈り込みの両方が障害された。

また、生後 8-11日目の VPm抑制は生後 12-15日目の VPm抑制の影響を抑えるように作用した。 
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【考察】  

シナプス強化は生後 12-15 日目の PrV2 と VPm 両方の神経活動に依存し、刈り込みは同期間の VPm の

神経活動依存的な機構に制御されると考えられる。また、生後 8-11日目の VPmの神経活動が生後 12-15

日目の刈り込み機構を修飾する可能性があげられる。 

 

【結論】  

PrV2-VPmシナプスの強化と刈り込みは一続きの過程ではなく、発達時期ごとに異なる細胞の神経活動

によって制御されることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


